
さ
あ
、
は
じ
め
よ
う
「
里
海
研
」

能
登
か
ら
世
界
へ

は
じ
め
に

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
た
び
、
能

登
里
海
教
育
研
究
所
の
活
動
や
海
の
話
題
に

つ
い
て
、
広
報
の
と
で
ご
紹
介
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
研
究
員
の
浦
田
と
木
下
が
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

初
め
て
名
前
を
聞
い
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
一
般
社
団
法
人
能
登
里
海
教
育
研

究
所
は
、
２
０
１
４
年
10
月
に
金
沢
大
学
と

地
域
の
連
携
、
そ
し
て
日
本
財
団
の
支
援
の

も
と
で
設
立
さ
れ
た
「
全
国
初
の
海
洋
教
育

専
門
の
研
究
所
」
で
す
。
事
務
所
は
小
木
水

産
会
館
3
階
に
あ
り
、博
士
研
究
員
2
名（
浦

田
、
木
下
）
と
事
務
員
1
名
（
向
）
の
3
名

（左から）浦田慎博士研究員、木下靖子博士
研修員、向鮎美事務員

　

研
究
所
の
取
り
組
ん
で
い
る
「
海
洋
教
育

の
研
究
」
と
は
何
か
、
少
し
わ
か
り
に
く
い

と
感
じ
る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
海

の
こ
と
な
ら
、
能
登
町
内
に
あ
る
、
の
と
海

洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
、
金
沢
大
学
で
い
ろ
い
ろ
な
調
査
や
研

究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
に
伝

え
る
教
育
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

全
国
各
地
に
も
水
族
館
や
大
学
が
あ
り
、
海

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
は
、

皆
さ
ん
は
海
の
こ
と
を
十
分
に
よ
く
知
り
、

私
た
ち
日
本
人
の
生
活
や
、
地
球
の
未
来
を

考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
に
住
む
私
た
ち
の
生

活
と
文
化
は
、
昔
か
ら
漁
業
や
交
易
な
ど
海

の
恩
恵
を
受
け
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
海
は
世
界
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、

国
際
的
な
経
済
・
外
交
・
防
衛
活
動
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
海
の
美
し
い
生
物
や
景

観
は
観
光
資
源
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
地
球

表
面
の
7
割
は
海
で
あ
り
、
災
害
や
環
境
変

動
を
理
解
す
る
上
で
も
、
海
を
知
る
こ
と
は

大
事
で
す
。

能
登
里
海
教
育
研
究
所
と
は

が
専
属
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

能
登
町
の
委
託
に
よ
り
、契
約
職
員
2
名
が
、

う
み
と
さ
か
な
の
科
学
館
（
石
川
県
海
洋
漁

業
科
学
館
）
で
受
付
案
内
業
務
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

海
洋
教
育
の
大
切
さ
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と
こ
ろ
が
、
日
本
財
団
が
今
年
発
表

し
た
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

「
海
に
と
て
も
親
し
み
を
感
じ
る
」
人
が

40
代
以
上
で
は
多
数
を
占
め
て
い
る
の
に

対
し
、
10
～
20
代
で
は
逆
に
否
定
的
回
答

が
多
数
に
な
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
参
照
）。
ま
た
、「
海
は
日
本
人
の
教

育
に
大
切
な
存
在
で
あ
る
」
と
思
う
人
も

若
い
世
代
ほ
ど
少
な
く
、
10
代
は
4
人
に

一
人
（
26.

４
％
）
が
「
そ
う
は
思
わ
な

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の

た
び
の
日
本
海
大
和
堆
で
の
北
朝
鮮
イ
カ

な
ぜ
能
登
町
に
研
究
所
が
で
き
た
の
か

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
国
は
、

２
０
０
７
年
制
定
の
海
洋
基
本
法
お
よ
び

２
０
１
３
年
策
定
の
海
洋
基
本
計
画
に
基

づ
き
，
海
洋
教
育
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
海
洋
教
育
を
効
果
的
に
進

め
る
方
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
全
国
各
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
海
洋
教

育
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
分
な
教

育
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　

子
供
た
ち
が
通
う
学
校
で
は
、
先
生
方

は
年
々
増
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
追
わ

れ
て
、
新
た
な
教
育
活
動
に
取
り
組
む
余

裕
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
わ

れ
わ
れ
一
般
社
会
の
方
も
、
十
分
に
学
校

教
育
を
理
解
し
、
的
確
に
支
え
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
海
に
関
わ
る

地
元
の
方
や
、
全
国
の
研
究
者
と
学
校
を

漁
問
題
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で
初
め
て
日
本

の
イ
カ
釣
り
漁
業
の
状
況
を
知
っ
た
方
が

全
国
で
多
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
我
々
の
食

生
活
を
支
え
る
漁
業
が
ど
う
維
持
さ
れ
、

守
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、日
本
人
の
、

特
に
若
い
世
代
の
関
心
と
理
解
は
ま
だ
ま

だ
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

繋
げ
て
、
先
生
方
を
支
援
し
、
子
供
た
ち

の
よ
り
良
い
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
海
洋

教
育
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
に
海
の
こ
と
を
知

る
だ
け
で
な
く
、
社
会
が
学
校
を
良
い
か

た
ち
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
で
も
あ
り

ま
す
。そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
示
す
の
に
、

豊
か
な
海
と
、
そ
れ
と
関
わ
る
人
々
の
暮

ら
し
が
あ
る
能
登
町
は
、
絶
好
の
場
所
な

の
で
す
。

　

能
登
町
で
は
、
町
の
創
生
総
合
戦
略

（
２
０
１
５
年
）
に
お
い
て
、「
小
中
学
校

で
郷
土
愛
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
て
る
実
践
教
育
と
し
て
海
洋
教
育
の
充

実
を
図
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
能
登
町

教
育
委
員
会
の
主
導
で
海
洋
教
育
の
推
進

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
先
進
的
な
海

洋
教
育
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
２
０
１
５
年

度
よ
り
文
部
科
学
省
の
教
育
課
程
特
例
校

の
指
定
を
受
け
た
能
登
町
立
小
木
小
学

校
で
「
里
海
科
」
の
授
業
が
開
始
さ
れ
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
は
能
登
町
の
全
小
中

学
校
で
の
海
洋
教
育
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
回
は
、
里
海
科
、
里
海
活
動
と
、

海
洋
教
育
の
「
能
登
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
能
登
里
海
教
育
研
究
所　

浦
田 

慎
）

海にとても親しみを感じる

20 代10 代 30 代 40 代 50 代 60 代

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

  0.0

％

42.5

27.1

23.9

27.5
29.0

36.3
32.1 32.4

38.4
42.1 41.0

20.1

あてはまる（非常によくあてはまる＋少しあてはまる）

あてはまらない（全くあてはまらない＋あまりあてはまらない）

出
展
：
日
本
財
団
「
海
と
日
本
」
に
関
す
る
意
識
調
査
２
０
１
７

グラフ

生
涯
学
習
振
興
大
会

未
来
を
拓
く
学
び
の
力

日
時　

2
月
25
日
㊐

13
時
か
ら
（
正
午
開
場
）

場
所　

役
場
能
都
庁
舎　

４
階
大
集
会
場

内
容

・
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

・
公
民
館
活
動
事
業
事
例
紹
介

・
記
念
講
演

　

落
語
家　

露
の
団
姫
さ
ん

　
　
「
一
隅
を
照
ら
す　

～
自
分
の
持
ち

　
　

場
で
一
生
懸
命
～
」

公
民
館
活
動
事
業
展
示
コ
ー
ナ
ー

展
示
期
間　

2
月
17
㊏
～
2
月
25
㊐

場
所　

コ
ン
セ
ー
ル
の
と

1
階 

ラ
イ
ト
コ
ー
ト

問
教
育
委
員
会
事
務
局
（
町
生
涯
学
習

推
進
本
部
）
☎
（
72
）
２
５
０
９

Vol.1



　

町
で
は
、
申
告
会
場
で
申
告
受
付
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
申
告
に
必
要
な
も

の
（
下
記
参
照
）
を
持
参
す
る
だ
け
で
、
申
告
書

記
入
の
手
間
を
省
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
が
で
き

る
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

各
世
帯
へ
の
申
告
書
は
2
月
中
に
配
布
し
ま

す
。
平
成
30
年
1
月
1
日
現
在
で
、
能
登
町
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人
の
世
帯
に
つ
き
1
枚
配
布

し
ま
す
。
ま
た
申
告
書
は
役
場
や
公
民
館
に
も
備

え
て
あ
り
、
2
月
か
ら
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
☎
（
62
）
８
５
０
５

チェックリスト

□ 印かん

□ 平成 29 年中の収入のわかる書類（給与・報酬・賃金・
　 年金のある人は源泉徴収票）

□マイナンバーカードなど個人番号が確認できる書類一式

□ 生命保険料・地震保険料控除などを受ける人は控除証明書

□ 国民年金保険料などを申告する人は納付額の証明書または
　 領収書

□ 障害者控除を受ける人は障害者手帳・療養手帳など確認
　 できるもの

□ 医療費控除を受ける人は、国税庁のホームページに記載さ
　れている医療費の明細書

□ 住宅借入金等特別控除を受ける人はその必要書類

□ 農業所得の申告をするときは、収支内訳書を記入のうえ、
　 収入、支出のわかるもの

□ 所得税の還付を受ける人は本人名義の金融機関名、 口座
　 番号がわかるもの

　
平
成
29
年
分
所
得
税
、平
成
30
年
度
町
民
税
・

県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
）
の
申
告
受
付

は
2
月
16
日
㊎
か
ら
3
月
15
日
㊍
ま
で
で
す
。

期
限
内
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆申告に必要なもの

所
得
税
、
町
民
税
・
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に

ス
ム
ー
ズ
な
申
告
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◆申告会場と日程

■受付時間　9:00 ～ 16:00

■会場
  【役場会場】　役場能都庁舎 2 階ロビー設置会場
  2 月 16 日㊎～ 3 月 15 日㊍〈土・日曜を除く〉

 【小木会場】小木地区活性化センターロビー
　 2 月 16 日㊎～ 21 日㊌〈土・日曜を除く〉

 【鵜川会場】鵜川公民館２階ホール
　 2 月 23 日㊎、26 日㊊

 【柳田会場】柳田庁舎情報センター 1 階会議室
　 3 月 2 日㊎～ 7 日㊌〈土・日曜を除く〉

 【松波会場】内浦庁舎 3 階第 1 会議室
　 3 月 9 日㊎～ 15 日㊍〈土・日曜を除く〉

ご注意とお願い
○前年収入がなかった人の申告書は、税務課、柳田・
内浦の各庁舎、小木支所、鵜川支所の窓口でも提出
できます。
○所得税の確定申告には、源泉徴収票（原本）の　
添付が必要です。
○領収書等は整理のうえ、事前の計算をお願いします。

◆期間前申告受付
　申告期間中の混雑緩和のため、所得が年金または
給与のみで所得税の還付申告をする人や、前年収入
がない旨の住民税申告をする人を対象とした申告受
付を実施します。
　会場　役場能都庁舎 2 階ロビー設置会場
　　　　2 月 14 日㊌、15 日㊍
　　　　受付時間　9:00 ～ 16:00

◆休日申告受付
　休日しか申告できない人を対象とした申告受付を
次のとおり行いますので、ご利用ください。
　確定申告の場合、税務署が休みのため確認できな
いことがありますのでご了承ください。
　会場　役場能都庁舎 2 階ロビー設置会場
　　　　3 月 4 日㊐
　　　　受付時間　9:00 ～ 16:00

◆税務署による出張相談

　輪島税務署と合同で相談会を開催します。譲渡所
得、配当所得、事業所得、一時所得等がある人は、
できるだけこの 2 日間にお越しください。税務署
から「確定申告のお知らせ」ハガキ・封書が届いて
いる人は持参してください。
　会場　役場能都庁舎 4 階大集会室
　　　　2 月 27 日㊋、28 日㊌
　　　　受付時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

◆郵送での申告

　ご自分で町民税・県民税申告書を作成できる人は、
郵送による申告が便利です。郵送する場合は、記載
漏れや関係書類の添付漏れがないかをよく確認して
ください。平成 29 年度からマイナンバーの提供が
必要です。番号記入の上、マイナンバーカード、免
許証などの写しを同封してください。
　後日、申告内容などをお尋ねする場合があります
ので、連絡先電話番号は必ず記入してください。ま
た、申告書控用が必要な場合は、82 円切手を貼っ
た返信用封筒（定形）を同封してください。

 宛先
 〒 927-0492　
 石川県鳳珠郡能登町字宇出津新1字197番地1
　能登町役場税務課 宛

（郵便番号を記載すれば住所は省略できます。）

09_NOTO＋2018.02

　確定申告書には、マイナンバーの記載と、本人確認書類（「マ
イナンバーカード」または「通知カード＋運転免許証など」）の
提示または写しの添付が必要です。

・青色申告の人
・消費税及び地方消費税の申告がある人
・株式譲渡や株式配当を一般口座で 
   管理している人
　株式を特定口座で利用している場
合でも、前年からの繰越損失等があ
る場合や先物取引をしている人は、
税務署をご利用いただくことをお勧
めします。

次に該当する人は
役場では受付できません

輪島税務署の申告案内は
次ページをご覧ください

　ご自分で領収書・レシートの整理、集計し作成した明細書をお
持ちください。明細書が入手困難な場合は、医療を受けた人の名
前、支払った医療費の額、受診した医療機関名等を明記して集計
した任意の様式でもかまいません。
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◆税務署による出張相談

日時　2 月 27 日㊋、28 日㊌
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
場所　能都庁舎 4 階ホール

　譲渡所得（不動産）および贈与税の申告相談
は行いません。税務署からの「確定申告のお知
らせ」ハガキまたは封書が届いている人は持参
してください。

期
間
後
半
は
混
雑
し
ま
す

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
が
大
変
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申

告
書
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
お
早

め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆輪島税務署での申告相談

日時　2 月 16 日㊎～ 3 月 15 日㊍
　　　9:00 ～ 16:00　※平日のみ受付
場所　輪島税務署 1 階

◆確定申告書の提出期限
○所得税および復興特別所得税…3 月 15 日㊍
○個人事業者の消費税
　　　　　　   および地方消費税…4 月 2 日㊊
○贈与税…3 月 15 日㊍

輪
島
税
務
署
の

確
定
申
告
相
談
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問輪島税務署☎ 0768-22-2241
　※自動音声終了後「2」を押してください。

◆医療費控除の添付書類が簡略化

　平成 29 年分の確定申告から、医療費控除を
受ける場合、領収書の提出の代わりに「医療費
控除の明細書」の添付が必要となりました。

ご注意
○医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要
があります。（税務署から求められたときは、
提示又は提出しなければなりません。）
○医療保険者から交付を受けた医療費通知を添
付すると、明細書の記載を省略できます。

平成29年分から平成31年分までの確定申告
については、従来どおり医療費の領収書の添
付又は提示によることもできます。

◆マイナンバーの記載について

　所得税及び復興特別所得税の確定申告書に
は、マイナンバーの記載と本人確認書類（マイ
ナンバーカード又は通知カード＋運転免許証な
ど）の提示又は写しの添付が必要です。
　詳しくは、国税庁ホームページの「社会保障・
税番号制度 < マイナンバー >」のコーナーを
ご覧ください。
　なお、住民税の申告の際にも、マイナンバー
の記載等が必要となります。
○国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp/

◆電話などでのご相談は

　確定申告に関するご質問やご相談は、電話相
談センター又は国税庁ホームページのタックス
アンサーをご利用ください。

○電話相談センター　☎ 0768-22-2241
※自動音声終了後「０」を押してください。
○タックスアンサー

http://www.nta.go.jp/taxanswer

不審な漂着物発見の際は通報を！
　能登半島の沖や海岸において、木造船やその一部と思われる木片の漂
着が相次いでおり、昨年末には珠洲市の海岸で木造船等の漂着が確認さ
れています。

漂着物を

発見

漂着物の中には、信号弾等の危険なものがあるほか、木造
船の中に不審者が潜んでいる可能性もあります。むやみに
近寄ったりはしないでください。

すぐに１１０番または
　珠洲警察署能登庁舎 ･ 各駐在所へ通報を！

海岸線での事件や事故を防ぐため、
 みなさまのご理解ご協力をお願いします。

能登町沿岸警備協力会 ･ 珠洲警察署　　☎ 82-0110

能登町沿岸警備協力会では、能登町の安全 ･ 安心を守るため
　●沿岸パトロール
　●密入国 ･ 密輸入事案を想定した沿岸警備訓練
　●漂着物調査及び海岸清掃
　　などの幅広い活動を行っています。

守ろう！能登の海岸線！！

！
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　「能登町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に
基づき、町職員の給与や職員数などの状況を公表します。
　町職員の給与は、民間企業の給与や国、他の地方公共団体
の給与との均衡を考慮し、人事院および県人事委員会の給与
勧告を参考に、町議会の議決を経て定めています。
　行政の透明性を確保し、町民の皆さんに一層のご理解をい
ただけるよう、職員に支給している給与等のあらましをお知
らせします。
　なお、詳しい情報は町のホームページでもご覧になれます。

問総務課☎ 62-8510

１．人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住 民 基 本 台 帳 人 口

（平成 29 年 1 月 1 日） 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率
  Ｂ / Ａ

27 年度の
人件費率

28 年度 18,287 人 16,071,761 千円 377,480 千円 1,959,359 千円 12.19% 13.50%

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数　Ａ
給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり

給与費
Ｂ / Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

28 年度 233 人 778,221 千円 76,569 千円 301,478 千円 1,156,268 千円 4,963 千円

３．職員の初任給の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在 )
区   分 能登町 石川県 国

一般行政職
大 学 卒 178,200 円 178,200 円 178,200 円

高 校 卒 146,100 円 146,100 円 146,100 円

技能労務職 高 校 卒 143,500 円 ― ―

４．職員の平均給料月額および平均給与月額の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区   分
能登町 国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.6 歳 310,711 円 341,264 円 43.6 歳 330,531 円 410,719 円

技能労務職 51.2 歳 251,729 円 274,890 円 50.6 歳 286,833 円 328,360 円

５．一般行政職の級別職員数の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）
区　分 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級

職　名 主事
技師

主事
技師

係長
主査

課長補佐
主幹

課参事
課長補佐 課長

職員数 16 人 15 人 72 人 35 人 13 人 16 人

構成比 9.6% 9.0% 43.1% 20.9% 7.8% 9.6%

注：能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

６．職員手当の状況

６―①期末・勤勉手当（平成 29 年度）
区　　分 能登町 国

支 給 率

期末手当 2.60 月分 2.60 月分

勤勉手当 1.80 月分 1.80 月分

計 4.40 月分 4.40 月分

加算措置 職制上の段階、
職務の級などによる

６―②退職手当（平成 28 年度）
区　　分 自己都合 勧奨定年

支 給 率

勤続 20 年 20.445 月分 27.405 月分

勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分

勤続 35 年 41.325 月分 49.590 月分

最高限度 49.590 月分 49.590 月分

平均支給額 19,887 千円

加算措置 定年前早期退職の場合
　2 ～ 20％加算

６―③通勤・扶養手当　国の基準と同じ

６―④時間外勤務手当（普通会計）

28 年度
支給総額 16,609 千円

職員１人当たり支給年額 71 千円

６―⑤特殊勤務手当（平成 28 年度普通会計）
区　　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 25.32%

支給対象職員１人当たり平均支給年額 82 千円

手当の種類（手当数） 7 種類

７．特別職の報酬等の状況（平成 29 年度）
区　分 月　額 期 末 手 当

給　料

町　長

副町長

教育長

820,000 円

620,000 円

550,000 円

６月期  1.55 月
12 月期  1.75 月

計　3.30 月

報　酬

議　長

副議長

議　員

310,000 円

280,000 円

260,000 円

６月期  1.55 月
12 月期  1.75 月

計　3.30 月

８．給与水準（ラスパイレス指数）
区　分 27 年度 28 年度

能登町 91.9 92.9

県内町村 90.9 91.8

全国町村 95.8 96.3

９．部門別職員数の状況（4 月 1 日現在）

区　　　分
職員数

前年比
（人）28 年度

（人）
29 年度
（人）

一般行政

議　　会

総　　務

税　　務

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

民　　生

衛　　生

3

69

13

2

14

6

12

57

28

3

68

12

2

14

6

12

57

28

0

△ 1

△ 1

0

0

0

0

0

0
小　　計 204 202 △ 2

特別行政 教育 29 29 0

公営企業等
会計

病院

水道

下水道

その他

126

11

7

16

134

11

7

16

8

0

0

0
小　　計 160 168 8

合　　　　計 393 399 6

１０．定員適正化計画
①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、総数の増
加を極力抑制するなかで、政策の変化や業務量の変化に応
じた職員の適正配置に努めています。

②採用・退職の状況

区　分
26

年度
（人）

27
年度

（人）

28
年度

（人）

29
年度

（人）

前年度
退職者等

行政職等 14 17 26 13

医療職 12 12 10 5

新　規
採用等

行政職等 17 6 18 13

医療職 10 8 11 11

年度当初職員数 415 400 393 399

前　　年　　比 1 △ 15 △ 7 6

町職員の
給与等の
あらまし

（注）国を 100 としたもの

（注）地方公共団体定員管理調査に基づく区分の職員数です。


